
介善福祉士養成課雇における教育  
力リキュラムの見直しについて  
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介護福祉士養成課程における新たな教育力リキュラム  

【新カリキュラム（2年課程の場合）】  【旧カリキュラム（2年課程の場合）】  

科目名  時間数   

人間とその生活の理解  120時間   

社会福祉概論   講義   
60時間   

老人福祉論   講義   
60時間   

障害者福祉論   
講義   

30時間   

リハビリテーション論   講義   
30時間   

社会福祉援助技術   講義   
30時間   

社会福祉援助技術演習   
演習   

30時間   

レクリエーション活動援助法   演習   60時間   

老人■障害者の心理   講義   
60時間   

家政学概論   
講義   

60時間   

家政学実習   実習   90時間   

医学一般   
講義   

90時間   

精神保健   
講義   

30時間   

介護概論   講義   
60時間   

介護技術   演習   
150時間   

形態別介護技術   
演習   

150時間   

介護実習   
実習   450時間   

介護実習指導   演習   90時間   
L一石．‘∴’．㌔■，㌧㌧‘．一．－．ヰ．【．㌔■∴■．一．ヽt∴■．■∴’∴t∴㌧▲．  

教育内容  時間数   

人間と社会  240時間  

人間の尊厳と自立   30時間以上  

人間関係とコミュニケーション   30時間以上  

社会の理解   60時間以上   

こころとからだのしくみ  300時間  

発達と老化の理解   60時間  

認知症の理解   60時間  

障害の理解   60時間  

こころとからだのしくみ   120時間   

介護  1，260時間  

介護の基本   180時間  

コミュニケーション技術   60時間  

生活支援技術   300時間  

介護過程   150時間  

介護総合演習   120時間  

介護実習   450時間  

．■．■．‘．－．■∴1，■．－．‘ノ▲－．1．㌧－●■∴■▲－．‥．‥●■■－●e’‥－  



養成の目標  

求められる介護福祉士像  
‾■‾‾■‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

l  

資格取得時の到達目標  
l  

】1． 尊厳を支えるケアの実践  
1  

12． 現場で必要とされる実践的能力  

1． 他者に共感でき、相手の立場に立って考えられ  

る姿勢を身につける  

2． あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の  

知識・技術を習得する  

3． 介護実践の根拠を理解する  

4． 介護を必要とする人の潜在能力を引き出し、活  

用・発揮させることの意義について理解できる  

5． 利用者本位のサービスを提供するため、多職種  

協働によるチームアプローチの必要性を理解で  

きる  

6．介護に関する社会保障の制度、施策について  

の基本的理解ができる  

7． 他の職種の役割を理解し、チームに参画する能  

力を養う  

8． 利用者ができるだけなじみのある環境で日常的  

な生活が送れるよう、利用者ひとりひとりの生活  

している状態を的確に把握し、自立支援に資す  

るサービスを総合的、計画的に提供できる能力  

を身につける  

9． 円滑なコミュニケーションの取り方の基本を身に  
つける  

10．的確な記録・記述の方法を身につける  

11．人権擁護の視点、職業倫理を身につける  

介
護
を
必
要
と
す
る
幅
広
い
利
用
者
に
対
す
る
基
本
的
な
介
護
を
提
供
で
き
る
能
力
 
 

格
 
取
 
得
 
時
 
の
 
介
 
 

1 3． 自立支援を重視し、これからの介l  

1
 

1
－
－
－
 

l  

護ニーズ、政策にも対応できる l  
l  

1  

14．  施設・地域（在宅）を通じた汎用   

性ある能力   

心理的・社会的支援の重視   

予防からリハビリテーション、看  

取りまで、利用者の状態の変化   

に対応できる   

多職種協働によるチームケア   

一人でも基本的な対応ができる   

「個別ケア」の実践  

ll  

l1  

11  

1  

I  

l17．  
1l  

護
 
福
 
祉
 
士
 
 

ll110．利用者・家族、チームに対するコ  

ミュニケーション能力や的確な記  

掛記述力  

r：11．関連領域の基本的な理解  
l   

112．高い倫理性の保持  
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿二  
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巌   

教育体系を「人間と社会J r介乱 rこころとからだ  
のしくみ」の3領域に再編  

介護が実践の技術であるという性格を踏まえ、   
○その基盤となる教養や倫理的態度の洒養に資する「人間と社会」   

O「尊厳の保持」「自立支援」の考え方を踏まえ、生活を支えるための「介護」   
○多職種協働や適切な介護の提供に必要な根拠としての「こころとからだのしくみ」  

の3領域に再構成する。  

13  



教育力リキュラムの見直しのポイント（21年4月から）  

介誰に関する科目の充実（専門性の向上）  

○ 介護に関する科目を、現行900時間→1260時間へ拡充（「介護技術」   
（8川時間）と「実習」（450時間）で構成）  

◎ 介護技術   

O r介護の基本」、 rコミュニケーション技術J、 r生活援助技術」、 r介   

護過程」及び「介護総合演習」の5科目で構成  

教育現場の創意＝共による多様な教育内容の確億  

○ 養成施設側が、科目構成を自由に設定で書るよう弾力化。  

● 
」の  ．両論闇論壷ご…漕品旨砧劫甚崇  

・書華席裾頃等の科巨編成により教育内容が基準で示され  
いることを担保する牡点から、基準で宗きれた嘲育l亡青むペ  
項目が、個々の科目のシラバスに記載されていることを条件と  
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専任教義め嶺剖㊥嘲  

○ 科邑編成等を行う専任教員を喜領域に1人ずつ配置。  

○ 領域「介護」を教授する専任教員は介護教員講習会の受講を義務   

付け。  

○ 実習施設・事業等（Ⅱ）については、一連の介護過程を網羅的に   
実践できるよう、介護職責に占める介護福祉士の比率が3割以上であ   
ることや、介護サービス提供のためのマニュアル等や介護過程に関   
する諾記録が整備されていること等を要件とする。  

○ 上記における実習指導書については、原則として、介護福祉士とし   
て3年以上実務に従事した経験があり、かつ、実習指導書講習会を修   
了した書として、要件を強化する。  
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介護福祉士の受験資格における  

介蕃職責基礎研修の取扱いについて  

16   



実務経験ルートにおける養成課程と介護職員基礎研修の経線   



基礎研修ルートの考え方について【省令事項】（薫）  

600時間課程と介護職員基礎研修の関係については、士士法改正に係る国会審議の際に、基礎研修ルートの創設に  

当たって、実務経験ルートとの均衡に配慮するよう求められていることから、資格取得ルート間の均衡を確保する観点  

赴皇⊥次のとおり整理する。  

①教育内容・時間数については、600時間課程と基礎研修の教育内容を比較して、600時間課程から重複部分を除し†  

た教育内容（280時間）を上乗せする。  

②実務経験期間については、基礎研修受講前の実務経験年数を含め、実務経験ルートセ同じ3年とする。  

無資格  
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I‾′ L   

600時間課程・280時間課程の教育力リキュラム（薫）  

280時間課程  600時間課程   

人
間
と
社
会
 
 

人間の尊厳と自立  

社会の理解  

介護の基本  
※1これらの課程は通信課程で行うこ  

とも可能とする。   
ただし、通信課程として行う場合は、  

領域「介護」のうち、「生活支援技術」及  
び「介護過程」の内容を中心に構成さ  

れた面接授業（いわゆるスクーリング）を  

45時間行う。  

コミュニケーション技術  

生活支援技術  

介護過程  

発達と老化の理解  こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み
 
 
 

※2 280時間課程における「その他」の  

科目は、  
① 介護職員基礎研修で学習した内   

容の復習や、  

② 介護職員基礎研修で学習した内   

容を踏まえ、3領域の理解の前提と   
なる理論・統計等に関する学習  

を行うための科目として、その内容は  
養成校の創意工夫に基づき、養成校  
が定める。  

認知症の理解  

障害の理解  

こころとからだのしくみ  

その他  



（参考）平成24年点からの介護福祉士資格取得ルートの全体像  

介護手高祉士資格取得  

11ト  
【
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
】
 
 

の実務経馬簾  
月以上  

【馨高書止系高校ルート】  【】■成校ルート】  【特剛トト】【実＃経謝トト】  

介護子吉祉士資格取得  

………………‖．；  一■ト  
【
平
成
二
十
四
年
度
以
降
】
 
 

■  
国家書式験  

巧飯恥  
■■■■■＝■爛■■t■  ■   

■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
●   

■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■   
■  

●
一
：
：
：
：
：
王
：
：
：
 
 

の実務経月換  
月以上  

介護等の  
実務経験   

3年以上  

養成校   
3月・280時間以上  

（通イ言の場合6月以上）  

介言隻職員基礎研修   
500時間以上  

◆ヰ■i－‖…‖■‖．．，．‖一●◆  ●●■■■■■■■■■■■■■■■●●●  

【特例格祉系高校ルート】   【書戚校ルート】  【福祉系高校ルート】  ミ莞莞禦艶ニヒエZ¢   
．．．   

【実績禰筐験ルート】  
【経渦曇苦帯）  ◆■■・√r・11Tilii＝・‥＝＝■  



介章福祉士国家試臓の在り方  
の見直しについて  
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社会福祉士及び介護福祉士国家試験の今後の在り方について  
（「社会福祉士及び介護福祉士国家試験の在り方に関する検討会報告書」の概要）  

○高齢化の進展等により、国民の福祉・介護ニーズの多様化・高度化する中、これに的確に対応できる社会福祉士・介護福祉士  
を養成する観点から行われた教育力リキュラム等の見直しと併せて、国家試験についてもその算を高めてしぺ観点から、新カリ  
キュラム試験が、社会福祉士にあっては平成21年度、介護福祉士にあっては平成23年度より行うとされていることを見据え、  
①これまで国家試轍の検証  

新しい教育力リキュラムを跨まえた今後の  

についての提言を取りまとめた。  
の在ち  

と  瑚鹿渡二  【国家試験の星本的性格〕  

専門職として必要とされる基本的な知識及び技術が網羅的に備わっていることを確認t評価するもの  
養成課程における教育内容の増進化■寄書の促進   

問題の質の向上のための取組   合格基準等の検証  受験者への配慮  

【閏翠作成プロセス】  【試験甲題のプール制】  
′‾‾‾…‾‾‾‾‾‾ 、 

l′（現状）  ） 

ト現在の問題作成開始時期では：：・平成12年にプール制の導入を  
■試演問題のブラッシュアップ等に現時点では導  
： ：係る時間が必ずしも十分でない。  

！・試験問題の質の向上のため、Il  

【古格基準等】  
■一 ■■■■一 ■■－ － － 

J′（現状）  

ヽ 
l  

ト合格基準は、「総得点の ：  
160％程度を基準として、問題 l  

で補正した点数」とさ：  

l  

ト禁忌枝は導入されていない。：  

【国家試験の実施時期等】二三二   

′■‾t‾‾‾■‾‾‘‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 
ヽ  

l  

l  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

′  

筆記試験は1月下旬、実技試  

l験は3月上旬にそれぞれ1回実 ；軋  

合格発表は3月31日。  

†、も十分でない。 lヽも十分でない  ：試験委員に対する支援が必ずしノ乙  、 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿．．一  、－＿＿＿＿＿＿＿＿一′  

実を図る  
とにより、問題の質を向上。  より合理的な内容を検討。  家試験の実施方法を検討。  

実施時期  合格基準について、現行の  問題作成開始時期の前倒し。  

試験費貞に対する問題作成技  
術に開ずる講義・演習の実施ひ  

試験センターにおける試験重  
点への支援体制の強化、教育  
評価や能力評価といった視点  
からの研究体制の整備・構築。  

ぎ 験者に配慮し、現状を維持する   
ことが適当。  

絶対基準を基本としつつ、問  
題の巽の改善、難易度のさら  
なる安定化、補正方法の改  
善を検討。  

禁忌枝について、倫理等を  
禁忌枝で選別することは困難  
との指摘もあ仇現時点では  
導入せず、倫理等に関する  
養成課程暮試験問題を充実。  

社会福祉士については、実技  
試験がないため、合格発表時  
期の前倒しを検討。  

実施回数は問題の質を確保す  
ること等の観点から、当面1園と  
することが適当。ただし、プール  
制の導入等が図られた段階で 

ー、－・放吟て検討。＿．  

平成21年度の国家試馬英の実矧こ向け、速やかに具体化を検討するとともに、新カリキュラム試験の開始後の実矧犬況を評価・検証し、必要な見直しを行う。  22   




